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三
月
十
一
日
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
自
然

の
驚
異
は
、
地
震
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
津
波
、

原
発
事
故
と
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
複
合
的
な

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

  

こ
の
地
震
に
よ
り
、
今
も
な
お
苦
難
の
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
方
々
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
で
も
被
災
地
の
会
員
と
連
絡
を
取

り
、
被
害
の
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
被
害
は
少
な
か
っ
た
と
の
返
事

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
窓
会
に
入
会
し
て
い
る
十
二

名
の
学
生
会
員
の
家
が
被
災
し
た
と
い
う
こ

と
を
、
大
学
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
春
、
入
学
し
た
学
生

の
保
護
者
か
ら
は
、「
家
が
被
害
を
受
け
た

た
め
に
、
永
年
会
費
の
三
万
円
を
少
し
待
っ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
か｣

と
い
う
問
い
合
わ
せ

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

よ
り
確
か
な
絆
を
求
め
て

会
長
　
佐
藤
　
重
勝

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
配
慮
し
て
、
被
災
し

た
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
員
以
外
の

四
名
の
学
生
に
も
、
お
見
舞
い
金
を
差
し
上

げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

　

お
見
舞
い
金
に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
翌
十
二
日
に
発
生
し
た
長
野
県
北

部
地
震
で
、
県
内
で
も
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ

て
お
り
ま
す
。
も
し
、
同
窓
会
員
で
被
災
さ

れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
に
ご
一
報
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
が
困
っ
て
い
る
と
き
、
苦
し
ん
で
い

る
と
き
、
励
ま
し
の
声
を
掛
け
る
こ
と
は
、

同
窓
会
の
大
切
な
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
絆
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
大
震
災
に
関
連
し
て
思

っ
た
こ
と
を
、
二
つ
述
べ
ま
す
。

　

ま
ず
、
リ
ー
ダ
ー
た
る
者
は
部
下
に
卑
屈

な
思
い
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
東
電
社
員
の
あ
る
家
族
が
、
あ
の
事

故
以
来
、
人
目
を
避
け
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
天
災
で
は
な
く
人
災
だ
」
と
い
う

声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
が
先
頭
に
立
ち
、
一
日
で
も
早

く
事
態
の
収
束
を
図
る
と
と
も
に
、
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
練
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
社
員
が
胸
を
張
っ

て
生
き
て
い
け
る
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
を
強
く
望
み
ま
す
。

　

次
に
、
大
震
災
以
前
か
ら
も
気
付
い
て
い

た
こ
と
で
す
が
、
政
治
家
と
庶
民
の
感
性
の

大
き
な
隔
た
り
で
す
。「
日
本
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
我
欲
。
津
波
を
利
用
し
て

我
欲
を
一
回
洗
い
落
と
す
必
要
が
あ
る
。
や

っ
ぱ
り
天
罰
だ
と
思
う
。」

「
天
の
恵
み
と
い
う
と
言
葉
が
悪
い
が
、
本

当
に
こ
の
地
震
が
起
こ
っ
て
よ
か
っ
た
。」

（
４
／
14
付
「
朝
日
新
聞
」
か
ら
）

　

あ
る
文
脈
の
中
で
の
言
葉
と
は
い
え
、
人

と
し
て
の
温
か
み
が
微
塵
も
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
前
者
の
言
葉
を
発
し
た
方
に
は
「
市
民

や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
叱
責
」
が
、後
者
に
は
「
落

選
」と
い
う
結
果
が「
天
か
ら
の
配
剤
」で
し
た
。

　
「
遠
慮
な
さ
ら
ず
に
、
い
つ
ま
で
も
い
て

く
だ
さ
っ
て
よ
い
の
で
す
よ
。」
被
災
者
に

掛
け
た
避
難
先
の
庶
民
の
言
葉
で
す
。

　

あ
な
た
は
、「
越
後
の
文
人
」
と

聞
い
て
、
誰
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

　

私
は
、
真
っ
先
に
「
良
寛
さ
ま
」

を
挙
げ
た
い
。
先
日
、
良
寛
没
後
百

八
十
年
を
記
念
し
て
新
潟
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
全
国
良
寛
会
総
会

（
記
念
講
演
）
に
参
加
し
た
。「
良
寛
と
越

後
の
文
人
た
ち
」
の
演
題
で
會
津
八
一
記
念

館
長
の
神
林
恒
道
様
の
お
話
を
伺
っ
た
。『
良

寛
の
生
き
方
が
、
本
当
の
意
味
で
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
代
以
降
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
埋
も
れ
て
い

た
良
寛
を
発
見
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

い
た
會
津
八
一
と
、
良
寛
の
生
き
方
そ
の
も

の
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
相
馬
御
風
の
力
が

大
き
か
っ
た
。
同
期
の
二
人
は
、
早
稲
田
大

学
で
、
西
洋
近
代
の
文
芸
を
学
ぶ
こ
と
か
ら

出
発
し
た
。
こ
の
二
人
が
良
寛
を
見
出
し
た

の
は
、
西
欧
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
理
想
と

も
重
な
り
合
う
「
自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
人

間
の
真
実
の
姿
」
を
良
寛
に
み
た
か
ら
で
あ

る
』
と
い
う
。
良
寛
が
、
越
後
を
代
表
す
る

文
人
・
教
養
人
の
理
想
像
と
な
っ
た
の
は
こ

の
と
き
か
ら
で
あ
る
。

　

全
国
良
寛
会
の
総
会
に
併
せ
て
、
良
寛
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
「
良
寛
さ
ん
遊
ぼ
」
の
除
幕
式

が
西
大
畑
公
園
で
行
わ
れ
た
。
皆
さ
ん
は
、

新
大
教
育
学
部
構
内
に
あ
る
「
良
寛
像
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
分
水
町
の
茂
木
弘
次
氏
の

作
で
、「
天
上
大
風
」
と
題
し
、
子
ど
も
が

凧
に
字
を
書
い
て
ほ
し
い
と
良
寛
に
せ
が
ん

で
い
る
場
面
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
勇
）



評議会で
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評
　
　
議
　
　
会
（
報
　
告
）

　

六
月
四
日
（
土
）
新
潟
教
育
会
館
を
会
場

に
、
五
十
嵐
尤
二
教
育
学
部
長
様
、
顧
問
の

藤
井
保
男
様
、
齋
藤
寿
一
郎
様
を
来
賓
に
迎

え
、
同
窓
会
の
評
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
同
様
、
今
回
も
評
議
会
の
前
に
支

部
長
・
学
科
代
表
者
全
体
会
と
そ
れ
に
引
き

続
き
、
各
部
会
を
開
催
し
た
。

　

評
議
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
会
務
報

告
・
会
計
決
算
報
告
が
あ
り
、
二
十
三
年
度

本
部
役
員
承
認
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
本
年

度
活
動
の
重
点
と
各
専
門
部
の
活
動
計
画
、

予
算
案
の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

①
学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
に
同
窓
会

と
し
て
も
大
学
に
働
き
掛
け
る
こ
と

②
同
窓
会
会
員
の
た
め
に
充
実
し
た
活
動
を

行
い
、
同
窓
会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う

気
持
ち
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

③ 

教
員
採
用
が
難
し
い
。
定
年
延
長
を
に
ら

ん
だ
新
潟
県
の
採
用
枠
で
二
十
四
年
度
、

小
学
校
が
七
十
五
人
、
中
学
校
が
六
十
人

と
狭
き
門
に
な
っ
て
い
る
。
新
潟
県
だ
け

で
な
く
他
県
を
視
野
に
入
れ
た
進
路
先
を

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
大
学
で
は
、
愛
知

県
と
名
古
屋
市
で
試
験
を
受
け
る
学
生
に

バ
ス
を
手
配
す
る
予
定
で
あ
る
。

④ 

学
部
構
成
は
、
教
員
養
成
課
程
が
二
百
二

十
人
、
新
課
程
が
百
五
十
人
で
、
新
潟
大

学
の
場
合
は
、
し
ば
ら
く
は
現
状
維
持
で

運
営
す
る
。

⑤ 

新
課
程
の
学
生
は
色
々
な
職
種
に
つ
い
て

い
る
。
同
窓
会
と
し
て
の
働
き
掛
け
を
お

願
い
し
た
い
。

⑥ 

秋
に
は
、
新
学
長
の
選
出
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

二
十
三
年
度
活
動
の
重
点

　

教
育
学
部
同
窓
会
の
よ
り
良
い
在
り
方
を

求
め
る
と
と
も
に
、
大
学
と
の
連
携
を
重
視

し
な
が
ら
同
窓
会
活
動
の
一
層
の
充
実
を
目

指
す
。

一
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
充
実

　

・
内
容
の
充
実

　

・
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
働

　
　

き
掛
け
を
行
う
。

　

・
演
奏
会
へ
の
市
民
の
参
加
の
働
き
掛
け

　
　

を
継
続
す
る
。

二
　
広
報
活
動
の
充
実

　

・
会
員
へ
の
情
報
提
供
及
び
情
報
交
換
の

　
　

場
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を

　
　

図
る
。

　

・
よ
り
親
し
ま
れ
る
「
教
育
新
報
」
を
目

　
　

指
し
、
内
容
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

三
　
組
織
の
充
実
と
強
化

　

・
各
部
の
事
業
を
基
に
、
会
員
・
準
会
員

　
　

の
帰
属
意
識
の
向
上
を
図
る
。

　

・
組
織
部
を
中
心
に
、
今
後
の
支
部
組
織

　
　

を
は
じ
め
と
す
る
同
窓
会
の
在
り
方
を

　
　

検
討
す
る
。

四
　
大
学
と
の
連
携

　

・
母
校
の
発
展
の
た
め
の
支
援
を
推
進
す

　
　

る
と
と
も
に
、
大
学
の
情
報
提
供
の
場

　
　

を
設
け
る
。

　

・
学
部
教
官
の
同
窓
会
活
動
へ
の
参
加
を

　
　

働
き
掛
け
る
。

五
　
全
学
同
窓
会
と
の
連
携

　

・
全
学
同
窓
会
交
流
会
へ
の
参
加
を
促
す
。

　

・「
新
潟
大
学
カ
ー
ド
」
の
利
用
を
促
す
。

挨拶する佐藤会長

祝辞を述べる五十嵐学部長

　

冒
頭
、
佐
藤
重
勝
会
長
か
ら
、
来
賓
を
は

じ
め
と
し
て
各
支
部
長
、
学
科
代
表
者
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
同
窓
会
会
則
第
四
条
「
本
会

は
会
員
相
互
の
親
睦
と
資
質
向
上
を
図
り
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
を
基
に
、
同
窓
会
の
意
義
に
つ
い
て
の

話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
窓
会
会
員
の
意
識

　

続
い
て
、
五
十
嵐
教
育
学
部
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
同
窓
会
の
支
援
に
対
す

る
感
謝
の
言
葉
と
同
窓
会
が
協
力
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
学
生
へ
の
援
助
と
支
援
を
お
願

い
し
、
同
窓
会
の
た
め
に
大
学
が
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
、
情
勢
報
告
で
は
、

① 

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
大
学
の
卒
業

式
も
簡
略
化
さ
れ
た
。

② 

昨
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
千

人
を
超
え
る
高
校
生
・
保
護
者
の
来
場
が

あ
っ
た
。
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平
成
二
十
三
年
度　

活
動
計
画

部
長　

加
藤
　
文
子

一
　
研
修
部
活
動
計
画

　

研
修
部
で
は
本
年
度
事
業
を
以
下
の
よ
う

に
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
　
新
潟
大
学
教
育
学
部

　
　﹁
第
三
十
八
回
同
窓
生
の
集
い
﹂

㈠
第
一
部
「
歌
と
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
演
奏
者

　
　

歌　
　
　

松
浦　

良
治
さ
ん

　
　

ピ
ア
ノ　

栄
長　

敬
子
さ
ん

・
日
　
時　

二
〇
一
一
年
十
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
二
時
～
四
時（
開
場
一
時
半
）

・
会
　
場　
「
だ
い
し
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
区
東
堀
前
通

㈡
第
二
部
「
懇
親
会
」

・
会
　
場
　
新
潟
会
館

・
参
加
申
し
込
み

　

 

コ
ン
サ
ー
ト
申
し
込
み
の
際
に
懇
親
会
参

加
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

部
長　

山
下
あ
い
子

　

交
流
部
は
、
今
年
度
次
の
よ
う
な
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一�

　
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
職
員
と
同
窓
会

役
員
と
の
﹁
懇
談
会
・
懇
親
会
﹂
の
開
催

　

互
い
の
現
状
を
報
告
し
、
要
望
や
意
見
を

交
換
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
意
思
の
疎
通

を
図
る
。
懇
談
会
の
主
な
内
容
は
、

　

○
大
学
・
学
部
の
現
状
と
主
な
取
組

　

○
卒
業
生
の
就
職
状
況
と
現
場
と
の
連
携

　

○
同
窓
会
の
活
動
へ
の
提
言

　

○
大
学
カ
ー
ド
利
用
の
促
進
な
ど

二�

　
教
育
学
部
の
学
生
、
卒
業
生
の
就
職
活

動
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

　

学
生
・
卒
業
生
の
就
職
活
動
へ
の
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て
、
大
学
・
学
部
と
話
し
合

い
、
対
応
策
を
考
え
、
連
携
・
協
力
す
る
。

三�

　
会
員
へ
の
働
き
掛
け
と
資
質
・
指
導
力

の
向
上

　

新
潟
大
学
大
学
院
の
教
育
学
研
究
科
や
現

代
社
会
文
化
研
究
科
、
免
許
法
認
定
公
開
講

座
等
を
広
く
紹
介
し
、
参
加
を
呼
び
掛
け
て

大
学
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
資
質

や
指
導
力
向
上
に
資
す
る
。

四�

　
当
県
の
各
種
教
育
関
係
機
関
、
他
団
体

等
と
の
連
携
促
進

　

全
学
同
窓
会
交
流
会
へ
の
参
加
な
ど

部
長　

武
藤
真
理
子

一
　
活
動
の
重
点

① 　

支
部
及
び
学
科
部
と
の
連
携
を
図
り
、

会
員
の
連
帯
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

② 　

準
会
員
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
同

窓
会
活
動
へ
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め

る
。

③ 　

支
部
組
織
の
改
編
に
向
け
た
諸
準
備
の

検
討
を
行
う
。

二
　
活
動
の
内
容

①　

支
部
長
・
学
科
代
表
者
全
体
会

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
四
日
（
土
）

　
　

同
窓
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

②　

支
部
長
会
の
開
催

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
四
日
（
土
）

　

 　

支
部
の
状
況
、
会
費
納
入
な
ど
の
情
報

交
換
を
、
学
科
代
表
者
会
と
同
時
程
で
別

室
に
お
い
て
行
う
。

③　

学
科
代
表
者
会
の
開
催

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
四
日
（
土
）

　
 　

学
科
の
状
況
、
学
科
の
集
い
の
開
催
、

会
費
納
入
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
う
。

三
　
そ
の
他

①　

教
職
退
職
者
へ
の
対
応

②　

学
部
入
学
生
、
学
部
卒
業
生
へ
の
対
応

③　

検
討
事
項

　

・
今
後
の
支
部
組
織
の
改
編

　

・
同
窓
会
組
織
の
改
編

研
　
　
修
　
　
部

広
　
　
報
　
　
部

交
　
　
流
　
　
部

組
　
　
織
　
　
部

部
長　

臼
杵
　
勇
人

一
　
基
本
方
針

○ 

会
員
の
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
声
を
取
り

上
げ
る
。

○ 

大
学
と
の
連
携
を
密
に
し
た
広
報
活
動
の

推
進
を
図
る
。

二
　
活
動
の
概
要

　
「
教
育
新
報
」
発
行(

年
間
二
回
発
行)

○
第
一
六
一
号
︵
七
月
発
行
予
定
︶

　

巻
頭
言　

花
鳥
風
月

　

第
一
回
評
議
会
の
報
告　
　
　
　
　
　

  

　

二
十
三
年
度
活
動
計
画
（
各
専
門
部
長
）

　

本
部
役
員
，
支
部
長
，
学
科
代
表
一
覧

　

支
部
・
学
科
代
表
者
会
報
告　
　
　
　

  

　

支
部
や
学
科
の
活
動
紹
介

　

大
学
教
官
の
異
動
及
び
大
学
の
コ
ー
ナ
ー

　
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
広
報

○
第
一
六
二
号
︵
二
月
発
行
予
定
︶

　

巻
頭
言　

花
鳥
風
月

　
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
報
告

　

学
校
紹
介(

小
・
中
特
別
支
援
学
校)

　

大
学
の
コ
ー
ナ
ー

　

二
十
三
年
度
会
務
報
告

　

大
学
教
官
と
の
懇
談
会
の
報
告　

　

会
員
の
広
場　

同
期
の
活
動
紹
介

三
　
お
　
願
　
い

・ 

教
育
学
部
、
支
部
・
学
科
の
動
向
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
，
地
道
な
活
動
を
し
て

い
る
会
員
の
皆
様
方
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。
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支
部
・
学
科
代
表
者
会
か
ら

　

平
成
二
十
三
年
六
月
四
日
（
土
）、
新
潟

教
育
会
館
に
お
い
て
、
支
部
長
・
学
科
代
表

者
の
合
同
全
体
会
と
そ
れ
に
引
き
続
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
支
部
長
会

　

三
十
五
支
部
中
、
二
十
四
支
部
長
が
出
席

し
、
各
支
部
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

永
年
会
員
制
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
支
部
組
織
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
支

部
運
営
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。

・ 

個
人
情
報
保
護
の
理
由
で
、
出
身
大
学
を

聞
く
こ
と
が
難
し
い
。
顔
見
知
り
の
先
生

を
頼
り
に
お
願
い
し
て
い
る
。

・ 

粘
り
強
く
、
こ
つ
こ
つ
と
声
掛
け
を
し
て

会
費
納
入
に
努
め
て
い
く
。

・ 

大
学
生
が
現
場
に
入
っ
て
活
動
す
る
機
会

を
持
つ
よ
う
に
働
き
掛
け
る
。

・ 

大
学
と
の
結
び
付
き
と
連
携
が
か
な
り
あ

り
、
現
場
で
も
助
か
っ
て
い
る
。

・ 

自
然
教
室
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

入
っ
て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
機
会
を
他
の
学
校
で
も
大
い
に

利
用
し
、
大
学
生
へ
の
支
援
も
兼
ね
て
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

会
員
で
良
か
っ
た
と
い
う
活
動
の
充
実
を

お
願
い
し
た
い
。

・ 

母
校
へ
の
思
い
を
強
く
し
、
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
学
科
代
表
者
会

  

学
科
代
表
者
会
に
は
、
十
七
名
の
学
科
代

表
者
か
ら
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　

会
で
は
、
学
科
の
集
い
の
持
ち
方
な
ど
、

学
科
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
。

  

今
年
も
、「
学
科
の
集
い
」
を
開
催
し
て

い
る
と
こ
ろ
や
会
誌
や
会
報
を
発
行
し
て
い

る
取
組
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
科
単
独

で
、
地
区
幹
事
や
年
度
代
表
を
設
け
て
活
発

に
活
動
し
て
い
る
学
科
も
あ
っ
た
。

　

課
題
と
し
て
、
採
用
が
減
り
、
学
校
現
場

の
つ
な
が
り
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

民
間
企
業
や
県
外
の
人
も
多
く
、
学
科
の
集

い
の
参
加
者
が
少
な
い
。
若
い
人
の
出
席
が

な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
等
の
課
題
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
佐
藤
会
長
か
ら
同
窓
会
と
し
て

各
学
科
の
名
簿
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

学科代表者会

学
科
の
活
動
　
教
育
心
理
学
科

教
育
心
理
学
科
談
話
会
の
活
動

小
　
林
　
広
　
紀
（
新
潟
市
立
西
内
野
小
学
校
）

　

教
育
心
理
学
科
の
同
窓
会
組
織
は
、「
談

話
会
」
と
称
し
て
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
発
足
当
時
か
ら
、
教
育
心
理
学
の
研
究

特
性
を
踏
ま
え
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

実
証
的
で
、
学
術
的
な
色
彩
を
も
た
せ
る
と

い
う
趣
旨
を
踏
襲
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
毎
回
大
学
の
先
生
方
か
ら
の

講
義
や
話
題
提
供
と
学
校
現
場
か
ら
の
実
践

レ
ポ
ー
ト
と
い
う
内
容
構
成
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
二
年
二
月
の
談
話
会
は
、

十
六
名
の
参
加
者
を
得
て
、
学
部
教
授
大
浦

容
子
先
生
か
ら
ご
研
究
の
一
端
と
し
て
、「
熟

達
化
」
に
関
す
る
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
究
か
ら
は
縁
遠
く
な
っ
た
会
員
に
と

っ
て
、
在
学
当
時
の
卒
論
研
究
、
修
論
研
究

の
苦
労
、
実
験
デ
ー
タ
収
集
に
奔
走
し
た

日
々
を
想
起
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
潟
市
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
、
岡
田
義
則
先
生
か
ら

は
、
セ
ン
タ
ー
で
か
か
わ
っ
た
事
例
か
ら
見

え
て
く
る
特
別
支
援
教
育
で
大
切
な
こ
と
や

課
題
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
学
部
准
教
授
栁

田
多
美
先
生
、
杉
澤
武
俊
先
生
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
学
部

の
現
状
等
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
を
得
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、「
学
術
的
な

談
話
会
」
の
開
催
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
談
話
会
参
加
会
員
十
六
名
と

い
う
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
談
話
会
を
継
続

し
て
い
く
上
で
の
課
題
と
し
て
、
会
員
相
互

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
に
強
固
に
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

名
簿
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
み
、
会

員
約
三
千
名
の
掌
握
は
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
若
い
世
代
の
会
員
、
と
り
わ
け
二

十
代
、
三
十
代
会
員
と
の
強
い
パ
イ
プ
を
ど

う
築
く
か
の
方
策
に
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
教
育
心
理
学
科
の
特
徴
と
し
て
、「
教

員
以
外
の
職
種
」
へ
の
就
職
者
が
多
い
こ
と

も
パ
イ
プ
構
築
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
若
い
会
員
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地
域
の
力
に
感
謝
し
て

　
上
越
市
立
稲
田
小
学
校

八
川
　
　
亨

　

学
校
は
、
地
域
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と

で
活
動
を
進
め
て
お
り
、「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
育
て
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
県
内
の
様
々
な
地
域
で
勤
務
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
場
所
の
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
知
り
合
い
は
い
な
い
し
、
地
域
の
様
子

は
分
か
ら
な
い
し
、
不
安
な
時
を
過
ご
す
人

も
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
同
窓
会
報
誌

に
目
を
通
す
こ
と
で
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
得

る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
校
で
の
取

組
が
進
む
と
次
第
に
周
り
の
自
然
や
人
々
の

営
み
の
よ
さ
が
分
か
り
、
心
持
ち
が
変
わ
り

ま
す
。
そ
の
地
域
が
好
き
に
な
り
、
転
勤
の

時
は
、
涙
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
よ
さ
に
感
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
地

域
が
一
人
一
人
の
教
員
の
力
を
高
め
て
く
れ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
域
の
力
に
感
謝
し
、

改
め
て
子
ど
も
の
た
め
に
更
な
る
精
進
を
自

ら
に
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の

　
新
潟
市
立
山
田
小
学
校

安
藤
　
達
郎

　

大
学
を
卒
業
し
て
丸
六
年
が
経
っ
た
。
い

つ
の
間
に
か
、
勤
務
先
で
は
、
甘
え
て
い
ら

れ
た
若
手
か
ら
、
そ
う
で
は
な
い
立
場
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
時
は
流
れ
て
も
、

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
大
学
時
代
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
。

新
大
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
過
ご
し
た
仲

間
と
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
週
数
回
の
練

習
を
し
、
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

　

日
々
の
仕
事
に
疲
れ
て
い
て
も
、
そ
の
仲

間
の
顔
を
見
る
と
、
そ
し
て
汗
を
流
す
と
、

体
は
ク
タ
ク
タ
に
な
り
な
が
ら
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
て
い
る
自
分
が
い
る
。

　

チ
ー
ム
の
目
標
も
大
学
時
代
か
ら
変
わ
ら

ず
、「
県
大
会
で
の
優
勝
」「
全
国
大
会
出
場
」

だ
が
、
一
つ
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
今
の
方
が
勝
て
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
。
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
続
け
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
「
阿
吽
の
呼
吸
」「
経
験

知
の
積
み
重
ね
」
だ
と
思
う
。
年
を
と
る
の

も
悪
く
な
い
な
、
な
ん
て
感
じ
る
今
日
こ
の

恩
師
と
の
再
会

燕
市
立
吉
田
中
学
校
　

乙
川
　
尚
史

　

昨
年
度
ま
で
理
科
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
た
た
め
、
こ
の
四
月
か
ら
六
年
ぶ
り
に
学

級
担
任
、
十
一
年
ぶ
り
に
中
学
一
年
生
の
担

任
を
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
点
検
・
生
徒
指

導
・
授
業
準
備
・
部
活
動
と
、
毎
日
目
が
回

る
く
ら
い
の
忙
し
さ
で
す
が
、
昨
年
度
と
違

い
、「
生
徒
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
は
楽

し
い
」
と
感
じ
な
が
ら
な
ん
と
か
業
務
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
、
大
学
時
代
の
恩
師
で

あ
る
鎌
田
正
喜
教
授
と
理
科
に
つ
い
て
懇
談

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
の
何
年

経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
パ
ワ
ー
や
科
学
に
対

す
る
情
熱
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
鎌
田
先
生
を
見
習
っ
て
、
理
科
に

対
す
る
真
摯
さ
を
忘
れ
ず
、
気
持
ち
を
若
く

持
ち
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
を
理

科
好
き
に
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

大
学
教
官
の
異
動

○
学
部
を
去
ら
れ
た
先
生

教　

授　

田
村　
　

裕　
（
日
本
中
世
史
）

教　

授　

常
木　

正
則 　
（
国
語
科
教
育
学
）

教　

授　

近
藤
フ
ヂ
エ

 

（
西
洋
美
術
史
・
造
形
芸
術
学
）

教　

授　

山
本　

眞
也　
（
日
本
画
制
作
）

以
上
、
定
年
退
職

教　

授　

藤
村　

正
司　
（
教
育
社
会
学
）

准
教
授　

和
田　

信
哉 （
算
数
・
数
学
教
育
）

准
教
授　

増
澤　

菜
生 　
（
障
害
児
病
理
学
）

准
教
授　

神
林　

信
之

 

（
教
職
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
新
し
く
お
い
で
に
な
っ
た
先
生

教　

授　

小
久
保
美
子　
（
国
語
科
教
育
）

准
教
授　

小
堀　

彩
子　
（
臨
床
心
理
学
）

准
教
授　

福
田　
　

学　
（
教
育
哲
学
）

准
教
授　

山
本　

啓
介　

 （
日
本
古
典
文
学
）

准
教
授　

岸
本　
　

功　
（
素
粒
子
論
）

准
教
授　

永
吉　

秀
司　
（
日
本
画
制
作
）

准
教
授　

福
島　
　

愛　

 （
障
害
児
病
理
学
）

准
教
授　

一
柳　

智
紀　
（
教
育
心
理
学
）

准
教
授　

佐
藤　

佐
敏

 

（
教
職
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

准
教
授　

古
田　

和
久　
（
教
育
社
会
学
）

講　

師　

入
山
満
恵
子

 

（
言
語
・
聴
覚
障
害
指
導
法
）

講　

師　

田
中　

誠
二

 

（
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）

ご
ろ
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
変

わ
ら
な
い
も
の
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
過
ご

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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高
校
生
時
代
、
哲
学
に
関
心
が
あ
っ
た
が

文
系
科
目
が
苦
手
で
、
哲
学
っ
ぽ
い
と
い
う

こ
と
で
、
数
学
か
物
理
の
ど
ち
ら
か
に
し
よ

う
と
考
え
た
。数
学
は
何
か
じ
じ
く
さ
く
、「
物

質
の
根
源
を
究
め
る
」
素
粒
子
論
と
い
う
の

が
カ
ッ
コ
よ
さ
そ
う
と
い
う
こ
と
で
物
理
学

科
に
進
む
こ
と
に
し
た
。
大
学
受
験
の
数
ヶ

月
前
に
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
朝
永
振
一
郎
氏

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
。
朝
永
さ
ん
の
い
る

大
学
に
い
っ
て
み
よ
う
と
受
験
し
入
学
し
た
。

ひ
と
目
見
た
か
っ
た
先
生
と
い
う
こ
と
で
、

前
の
方
に
陣
取
っ
て
講
義
を
聞
い
た
が
、
睡

魔
に
勝
て
ず
、半
分
は
寝
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

覚
え
て
い
る
の
は
、
朝
永
さ
ん
が
球
の
表
面

積
の
公
式
を
一
瞬
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
く
ら
い
。
ダ
メ
学
生
の

典
型
だ
っ
た
。

　

新
幹
線
で
「
ひ
か
り
は
西
へ
」
と
い
う
わ

け
で
、
都
落
ち
と
な
る
。
大
学
院
は
名
古
屋

大
学
の
「
Ｅ
研
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
れ
が
ま
た
、
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
研
究
室
で
、

ど
う
み
て
も
工
事
現
場
の
監
督
に
し
か
見
え

な
い
人
や
、「
水
木
し
げ
る
ワ
ー
ル
ド
」
に
近

い
人
が
教
員
だ
っ
た
り
し
て
、
面
食
ら
っ
た
。

こ
ち
ら
が
Ｍ
１
の
と
き
、
ポ
ス
ド
ク
に
な
っ

た
ば
か
り
の
、
と
び
き
り
個
性
的
で
鼻
息
の

荒
い
連
中
が
４
人
、
そ
の
下
の
Ｄ
３
は
１
人

だ
っ
た
。

　

こ
の
５
人
の
中
に
、
小
林
姓
が
２
人
。
１

人
は
小
林
昭
三
、通
称
「
ア
キ
ゾ
ウ
さ
ん
」
で
、

彼
は
そ
の
後
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分

校
に
就
職
す
る
。も
う
１
人
が「
マ
コ
ち
ゃ
ん
」

こ
と
、小
林
誠
さ
ん
。あ
る
時
、「
マ
コ
ち
ゃ
ん
」

に
質
問
に
い
っ
た
。
明
快
に
説
明
し
て
く
れ

た
の
だ
ろ
う
が
、
直
線
的
思
考
に
と
ら
わ
れ

て
い
た
者
に
は
、
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
う
ち
、「
ど
う
し
て
君
は
、
こ
ん
な
に
簡

単
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
て
き
た
。
頭

が
柔
軟
で
理
解
力
抜
群
の
先
輩
だ
っ
た
。
こ

の
年
、
助
手
の
採
用
人
事
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

京
大
の
公
募
で
は
、
１
位
が
上
で
紹
介
し
た

ポ
ス
ド
ク
の
１
人
で
、
小
林
誠
さ
ん
は
２
位

だ
っ
た
が
、
１
位
の
人
が
他
大
学
の
職
を
選

ん
だ
の
で
、「
マ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
京
大
に
就
職

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
数
ケ
月
し
て
小
林
誠

さ
ん
は
Ｅ
研
の
先
輩
に
当
た
る
益
川
敏
英
さ

ん
と
共
同
研
究
を
開
始
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

に
結
び
つ
く
仕
事
を
す
る
。

　

数
年
し
て
こ
ち
ら
も
ポ
ス
ド
ク
に
な
り
、

「
ひ
か
り
は
西
へ
」
で
、
次
は
京
都
。
基
礎

物
理
学
研
究
所
（
基
研
）
で
湯
川
秀
樹
さ
ん

の
古
希
（
だ
っ
た
と
思
う
）
の
お
祝
い
が
開

か
れ
た
時
の
出
来
事
で
あ
る
。
バ
ー
ス
デ
イ

ケ
ー
キ
に
灯
さ
れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
を
吹
き
消
す

の
に
、
湯
川
さ
ん
は
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
消

　

ひ
か
り
は
西
へ新

潟
大
学
教
育
学
部
長
　
五
十
嵐
　
尤
　
二

大
学
の
コ
ー
ナ
ー

そ
う
と
し
て
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
手
前
の
ロ

ウ
ソ
ク
の
炎
が
彼
の
あ
ご
ひ
げ
に
燃
え
移
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
ば
に
い
た
所
長
が
、
あ
わ

て
て
も
み
消
し
た
が
、
ケ
ー
キ
は
「
湯
川
の

ひ
げ
」
が
ふ
り
か
け
の
よ
う
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
所
長
の
あ
わ
て
た
様

子
が
お
か
し
く
て
、
声
を
出
し
て
笑
っ
て
し

ま
い
そ
う
に
な
っ
た
が
、
誰
一
人
笑
う
も
の

が
い
な
い
。「
オ
オ
ミ
ヤ
ビ
ト
は
こ
れ
だ
か
ら

困
る
」
と
思
い
な
が
ら
、
仕
方
な
く
黙
っ
て

ひ
げ
入
り
ケ
ー
キ
を
食
し
た
。

　
「
西
ま
わ
り
」
の
滞
在
場
所
も
、
国
内
か
ら

は
み
だ
し
て
、
京
都
の
次
は
ド
イ
ツ
ま
で
と

ん
で
し
ま
っ
た
。「
流
学
」
先
の
ド
イ
ツ
で
の

数
年
の
出
稼
ぎ
の
後
、
地
球
を
一
周
し
て
帰

還
し
た
所
が
新
潟
だ
っ
た
。

　

今
か
ら
10
数
年
前
、
基
研
の
運
営
委
員
を

務
め
た
。
当
時
の
基
研
所
長
だ
っ
た
益
川
さ

ん
は
、
軽
い
脳
内
出
血
で
倒
れ
た
あ
と
で
、

彼
の
部
屋
に
行
く
と
、
何
や
ら
小
さ
な
メ
モ

が
何
枚
も
お
い
て
あ
る
。
こ
っ
そ
り
「
短
期

記
憶
に
多
少
難
が
あ
っ
て
、
直
前
に
起
こ
っ

た
こ
と
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で

メ
モ
に
書
い
て
い
る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
順
調
に
回
復
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
時
に
は
「
マ
ス
カ
ワ
節
」
も
ほ
ぼ
完
全

に
復
活
し
た
。

　

や
や
暗
か
っ
た
大
学
時
代
、
ト
メ
ガ
ネ
が

外
れ
た
よ
う
な
大
学
院
時
代
と
数
年
間
の
外

国
生
活
を
終
え
て
、
新
潟
に
き
て
か
ら
ほ
ぼ

30
年
が
経
つ
。
こ
の
間
、「
偉
い
人
た
ち
」
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
遭
遇
し

た
の
が
、
財
産
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

新
潟
大
学

�

全
学
同
窓
会
か
ら

□�

新
潟
大
学
・
全
学
同
窓
会
交
流
会
記
念
講

演
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

期　
　

日　

十
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
か
ら

会　
　

場　

 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
新
潟

講　
　

師　

岡
田　

正
彦
（
新
大
教
授
）

演　
　

題　

ほ
ど
ほ
ど
健
康
術

　
　
　
「
健
康
で
長
生
き
す
る
秘
訣
と
は
？
」

懇
親
会　

午
後
五
時
か
ら
会
費
五
千
円

申
込
方
法　

先
着
順

　
　
　
　
　

教
育
学
部
同
窓
会
事
務
局
ま
で

□�

第
二
回
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ヤ
ス
・

　
　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご
案
内

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

部　
　

門　

特
定
部
門
テ
ー
マ
「
風
」

　
　
　
　
　

自
由
部
門

応
募
締
切　

九
月
二
十
日
（
火
）

作
品
送
付
先　

全
学
同
窓
会
事
務
局

　
　

電
話　

○
二
五
ー
二
六
二
ー
七
八
九
一

□�

新
潟
大
学
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大

　

コ
ス
ト
の
面
か
ら
実
際
の
稼
働
率
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

カ
ー
ド
利
用
の
一
層
の
拡
大
と
新
規
会
員
の

大
量
入
会
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
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平成23年度　同窓会学科代表
学科名 学科代表 校　名

１ 国 語 渡部孝三郎 新潟市教育相談センター秋葉区教育相談室
２ 地 理 山㟢　浩志 高千小学校
３ 歴 　 史 津野　治彦 上越教育大学学校教育実践研究センター
４ 経 　 済 長沼　智之 巻南小学校
５ 哲 　 倫 田口　秀行 直江津東中学校
６ 社 　 会 土田　宏美 土樽小学校
７ 算　数（親話会） 高橋　雄一 小針小学校
８ 数 　 学 筒井　　稔 葛塚中学校
９ 物 　 理 平山　健児 小林小学校
10 化 　 学 篠山　　健 燕市教委学校教育課
11 生 　 物 緒方　　猛 新潟市総合教育センター
12 地 　 学 高橋　克哉 塩殿小学校
13 英 　 語 金子　一男 新潟第一高等学校
14 音 　 楽 斎藤　　隆 舟栄中学校
15 美 　 術 野川　彰夫 江南小学校
16 保 健 体 育 市島　誠一 白根北中学校
17 家　庭［萌木会］ 池山　純子 自宅
18 職 業 指 導 松村　明彦 新津第五中学校
19 教 　 育 佐々木　研 自宅
20 教 育 心 理 小林　広紀 西内野小学校
21 技 　 術 白石誠史郎 白新中学校
22 特 別 支 援 教 育 八藤後和男 附属特別支援学校
23 養 教 特 別 別 科 樺澤　哲子 長岡明徳高等学校
24 幼 稚 園 近藤　和徳 新潟大学附属幼稚園
25 学社ネットワーク 小柳加奈子 田上町役場
26 学社ネットワーク課程 木村　敏樹 新潟市役所
27 生 活 科 学 眞邉麻依子 聖籠中学校
28 生 活 シ ス テ ム 大森　　山 城西中学校
29 健 康 ス ポ ー ツ 大口　良平 下早川小学校
30 書 　 道 岡村　　浩 新潟大学教育学部

平成23年度　同窓会支部長
地域 番号 支部名 支部長 校　名
上越 １ 上 越 市 八川　　亨 稲田小学校

中越

２ 長 岡 東 殖栗　敏夫 栃尾東小学校
３ 長 岡 西 大山　明雄 大島小学校
４ 三 条 櫻井　清隆 三条小学校
５ 柏崎・刈羽 小池　尚志 日吉小学校
６ 小 千 谷 高橋　克哉 塩殿小学校
７ 加 茂 栗林　　操 加茂中学校
８ 十 日 町 川崎　正男 西小学校
９ 見 附 永井　毅人 名木野小学校
10 燕 渋木　保之 分水北小学校
11 魚 沼 米山　　智 小出小学校
12 南 魚 沼 瀬藤　雄二 第一上田小学校
13 弥 彦 服部　裕行 弥彦中学校
14 田 上 有本久美子 田上小学校
15 湯 沢 井熊　健一 湯沢小学校
16 出 雲 崎 渡邊　秋男 出雲崎小学校
17 津 南 本多　真人 中津小学校

下越

18 新 潟 北 筒井　　稔 葛塚中学校
19 新 潟 東 石坂　正之 下山小学校
20 新 潟 中 央 長沢　　剛 万代長嶺小学校
21 新 潟 江 南 渡邊　辰弘 横越小学校
22 新 潟 秋 葉 斎藤　　淳 矢代田小学校
23 新 潟 南 大井　　隆 味方小学校
24 新 潟 西 須田　哲明 山田小学校
25 新 潟 西 蒲 有田　一正 漆山小学校
26 新 発 田 佐久間州彦 車野小学校
27 村 上 佐野　一彦 金屋小学校
28 五 泉 小熊　進二 五泉南小学校
29 阿 賀 野 安達　清重 安野小学校
30 胎 内 浮須　洋子 きのと小学校
31 聖 籠 佐藤　政志 聖籠中学校
32 阿 賀 坂井　　進 三川小学校
33 関 川 嶋貫　研一 関川中学校
34 粟 島 浦 本保　次世 粟島浦小学校

佐渡 35 佐 渡 大山　　誠 金泉小学校

平成23年度　同窓会本部役員 <23～24年度〉

役　職 氏　　名 期 支部 学校名等
会 長 佐藤　重勝 18 新潟 自宅

副 会 長

柳原　昌子 23 新潟 竹尾小学校
安達　　徹 25 新潟 亀田東小学校
森　　弘志 26 新発田 東豊小学校
湯本　正明 26 長岡 希望が丘小学校

事 務 局
櫛谷　秋男 18

新潟 教育同窓会事務局
北上あつ子 23

専　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　

部

研修部

◎加藤　文子 25 新潟 庄瀬小学校
○渡辺　真也 31 新潟 豊照小学校

小泉　慎子 35 新潟 小林小学校
福田　愛日 41 新潟 鏡淵小学校
塚本　弓子 44 新潟 豊照小学校

広報部

◎臼杵　勇人 28 新潟 新潟市教育委員会
〇本間　正人 30 新潟 根岸小学校

川口由美子 35 新潟 曽根小学校
江口　範文 37 魚沼 小出小学校
佐藤紀代子 37 新潟 丸山小学校

組織部

◎武藤真理子 24 燕 粟生津小学校
○内木　正宏 31 新潟 関屋小学校

本間アユ子 31 新潟 新関小学校
小見芳太郎 51 長岡 上川西小学校
加藤　雅晃 56 新潟 亀田東小学校

役　職 氏　　名 期 支部 学校名等

専
門
部

交流部
◎山下あい子 26 新潟 中野小屋中学校
○橋谷田　登 31 新潟 新潟市教育委員会

滝澤かほる ＊ 大学 新潟大学教育学部

監 事
宮川由美子 25 新潟 新潟市教育委員会
池田　　浩 33 新潟 木戸中学校
佐藤　文俊 33 新潟 新潟市教育委員会

新
潟
大
学
全
学
同
窓
会

理 事 佐藤　重勝 18 新潟 自宅

運 営
委 員

安達佐和子 16 新潟 新潟市教育相談センター
里村　俊夫 18 新潟 自宅
本多　英子 19 新潟 新潟市葛塚東児童館
岡村　　浩 36 大学 新潟大学教育学部

カード事業
推進部

駒澤　一彦 15 新潟 自宅
（本多英子） 19 新潟 新潟市葛塚東児童館

顧 問

中川　幸次 １ 自宅
本間　英輔 ２ 自宅
江口　直禎 １ 自宅
大関　雄策 ２ 自宅
吉澤　孝一 １ 自宅
安藤　耕平 ４ 自宅
磯辺　浩昭 ７ 自宅
藤井　保男 14 自宅
斎藤寿一郎 14 自宅
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編集後記
◎会費納入のお願い
　年会費の納入をお願いします。
　振込用紙を同封いたしました。
　県内教職員の皆様は各学校・機関単位での入金となりますので、代表
者にお届けください。代表の方には大変お手数をお掛けしますがよろし
くお願いいたします。

　教育新報第161号をお届けします。
今年度も年２回の発行となります。
できるだけ会員の生の声を紙面に生
かしていきたいと思います。情報や
ご意見等ありましたら、事務局まで
お寄せください。

事 務 局 だ よ り


